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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜。この遺伝子は、低密度リポタンパク質（LDL）受容体遺伝子ファミリーのメンバーをコードします。LDL受容体は、リポタンパク質およびタンパク質リガンドの受容体を介したエンドサイトーシスに関与する膜貫通型細胞表面タンパク質です。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Wntの受容体として、あるいはFrizzledと共受容体として機能し、それによって標準的なWnt/β-カテニンシグナル伝達カスケードを伝達します。Wnt/β-カテニンシグナル伝達カスケードとの相互作用を通じて、この遺伝子は細胞の分化、増殖、遊走、そして多くの種類の癌の発生の制御に関与しています。このタンパク質はγ-セクレターゼ依存性RIP（制御性膜内タンパク質分解）プロセシングを受けますが、切断部位の正確な位置は未だ解明されていません。[RefSeq提供、2009年12月]
	研究分野
	-
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	Hela細胞全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをLRP6ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

